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余目町農協健康管理友の会 第37回通常総会
令和4年度 下期農協座談会特集②

特集①



種 ま き 特 集

　

3
月
27
日
、
J
A
あ
ま
る
め
女

性
部
が
協
同
の
杜
で
行
わ
れ
た
山

形
県
J
A
女
性
組
織
協
議
会
第
67

回
通
常
総
会
・
幹
部
研
修
会
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

幹
部
研
修
会
で
は
、「
J
A
女

性
組
織
活
動
体
験
発
表
会
」
が
行

わ
れ
、
J
A
あ
ま
る
め
・
J
A
み

ち
の
く
村
山
・
J
A
山
形
お
き
た

ま
の
3
J
A
が
発
表
し
ま
し
た
。

女
性
部
か
ら
は
部
長
の
今
井
ち
や

子
さ
ん
が
発
表
者
と
な
り
、「
私

た
ち
余
目
町
農
協
の
応
援
団
！
」

と
題
し
、「
土
の
子
グ
ル
ー
プ
」

の
取
り
組
み
や
3
年
ぶ
り
に
行
っ

た
料
理
講
習
会
な
ど
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。

　

活
動
の
実
態
、
J
A
と
の
関
連

性
、
組
織
活
動
の
成
果
と
発
展
性

等
を
基
準
に
審
査
が
行
わ
れ
、
最

優
秀
賞
に
J
A
あ
ま
る
め
女
性
部

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
山

形
県
代
表
と
し
て
7
月
25
日
〜
26

日
に
北
海
道
で
行
わ
れ
る
「
東
北
・

北
海
道
地
区
J
A
女
性
組
織
活
動

体
験
発
表
会
」
に
参
加
し
ま
す
。

　

4
月
15
日
、
生
協
共
立
社
と
共
に
第
35
回
米
づ
く
り
体

験
交
流
会
の
種
ま
き
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
2
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

活
動
を
限
定
し
て
の
米

づ
く
り
体
験
交
流
会
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

4
年
ぶ
り
に
作
業
を
再

開
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
12
家
族
29
名

が
参
加
し
、
圃
場
提
供

者
の
齋
藤
大
樹
さ
ん（
常

万
）
の
作
業
場
で
種
ま

き
作
業
を
お
手
伝
い
し

ま
し
た
。
参
加
し
た
子

供
た
ち
か
ら
は
「
苗
箱

が
思
っ
た
よ
り
重
い
！
」

「
自
分
で
も
お
米
を
育
て

て
み
た
い
。」
な
ど
の
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
全
て
の
体

験
活
動
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。
5
月
13
日
に

は
田
植
え
作
業
が
あ
り

ま
す
。
参
加
し
て
み
た

い
と
い
う
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
営
農

販
売
部　

生
産
指
導
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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▶転倒する原因などに
ついて学び、転倒し
ないための体操も
行いました。

心
身
共
に
健
康
で
明
る
く
幸
せ
な
生
活
を

余
目
町
農
協
健
康
管
理
友
の
会
　
第
37
回
通
常
総
会

　

3
月
30
日
、
当
農
協
2
階
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で

余
目
町
農
協
健
康
管
理
友
の
会
研
修
会
・
第
37
回
通
常

総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
い
で
は

の
加
藤
拓
磨
先
生
を
お
招
き
し
、
転
倒
予
防
の
講
話
と

体
操
を
行
い
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
令
和
4
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
承
認
に
つ
い
て
の
議
案
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
第

1
号
議
案
か
ら
第
4
号
議
案
ま
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
5
年
度
か
ら
の
新
役
員
に
つ
い
て
は
、
会
長
に
足

達
健
一
さ
ん（
下
朝
丸
）、副
会
長
に
阿
部
善
博
さ
ん（
長

畑
）、
会
計
に
石
川
昭
一
さ
ん
（
中
堀
野
）、
運
営
委
員

に
齋
藤
喜
四
郎
さ
ん
（
仲
町
）、
監
事
に
佐
藤
勝
喜
さ

ん
（
表
町
）、
吉
永
良
彦
さ
ん
（
提
興
屋
）
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
終
了

後
に
は
、
懇
親
会

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
員
の
中
か
ら
は
、

「
令
和
5
年
度
は
大

勢
の
会
員
と
一
緒

に
南
三
陸
町
復
興

支
援
研
修
会
を
行

い
た
い
。」
と
の
声

も
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。

　

4
月
上
旬
に
鶴
岡
市
湯

田
川
で
催
芽
を
終
え
た
水

稲
種
子
が
各
農
家
に
配
ら

れ
、
令
和
5
年
産
米
の
作

業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
中
止
し
て
い
た
、
新

規
採
用
職
員
の
農
作
業
体

験
も
再
開
し
ま
し
た
。
各

集
落
の
種
ま
き
作
業
に
参

加
し
、
組
合
員
と
の
交
流

や
農
業
に
対
す
る
知
識
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
体
験

で
き
な
か
っ
た
入
組
4
年

未
満
の
職
員
も
園
芸
特
産

物
の
花
や
枝
豆
の
定
植
・

収
穫
作
業
を
体
験
す
る
予

定
で
す
。

　

令
和
5
年
度
新
規
採
用

職
員
の
生
産
資
材
係
本
間

陸
さ
ん
か
ら
は
「
な
か
な

か
不
慣
れ
な
作
業
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
農
作
業
を

体
験
す
る
こ
と
で
農
家
の

方
と
の
関
わ
り
や
、
少
し

で
す
が
農
業
に
関
す
る
知

識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
体
験
を
通
し
て
今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

J
A
あ
ま
る
め
は
T
A
C
活
動
を
中
心
に
こ
れ
か
ら
も
組

合
員
の
皆
様
と
の
密
接
な
関
係
を
築
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。

余
目
町
農
協
健
康
管
理
友
の
会
第
37
回
通
常
総
会

今
月
の
表
紙
え
が
お

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

令
和
4
年
度
下
期
農
協
座
談
会

令
和
5
年
度
新
規
採
用
職
員
紹
介

フ
ォ
ト
&
ト
ピ
ッ
ク
ス

ズームアップ
ニュース

新規採用職員農作業体験 令和5年産米生産スタート！

特集①

▲左から新役員に選出された吉永良彦さん、佐藤勝喜さん、
足達健一さん、阿部善博さん、石川昭一さん、齋藤喜四郎さん。

快
挙
！！

山
形
県
J
A
女
性
組
織
協
議
会

「
J
A
女
性
組
織
活
動
体
験
発
表
会
」で

J
A
あ
ま
る
め
女
性
部
が
最
優
秀
賞
に
輝
く

や
っ
と
の
思
い
で
種
ま
き
作
業
を
再
開
！

生
協
共
立
社

第
35
回
米
づ
く
り
体
験
交
流
会

▲▲最優秀賞を受賞した女性部部長今井ちや子さん（中）▲▲「私たち余目町農協の応援団！」という題目でスライドを使いながら発表を行いました。

▲▲跡集落で農作業を体験する本間陸さん▲▲長畑集落で農作業を体験する土門千紘さん

▲▲種籾がまかれ、水分を含んだ苗箱は重かったですね。▲▲種まき機に入れる種籾に興味津々でした！

お子さんの「えがお」、家族みんなの「えがお」を紹介いたします。

健
康
に
す
く
す
く
と
、

自
分
達
ら
し
く

育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ど
ん
な
お
子
さ
ん
に

育
っ
て
欲
し
い
か

今月の
表紙



令和4年度 下期農協座談会

　

３
月
8
日
〜
10
日
の
３
日
間
、
各
集
落

の
公
民
館
な
ど
で
下
期
農
協
座
談
会
を
開

催
し
、
出
席
者
数
は
2
2
1
人
（
男
性

2
1
3
人
、女
性
8
人
）
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ご
意
見
な

ど
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

Ｑ
、あ
ぐ
り
ん
の
施
肥
量
を
増
や
し
て
経
費
の
削

減
が
で
き
れ
ば
あ
り
が
た
い
。有
機
質
肥
料
の

割
合
を
増
や
す
の
は
、販
売
先
へ
の
P
R
に
も

繋
が
る
と
思
わ
れ
る
。

Ａ
、令
和
4
年
度
よ
り
あ
ぐ
り
ん
堆
肥
の
散
布
量

増
加
に
よ
る
基
肥
の
減
肥
試
験
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。今
年
も
継
続
し
て
検
討
を
行
い
、コ
ス
ト

低
減
等
提
案
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
、庭
先
集
荷
は
将
来
的
に
は
ど
の
く
ら
い
の
フ
レ

コ
ン
数
量
を
目
指
す
の
か
。庭
先
集
荷
に
か
か

る
経
費
は
ど
の
く
ら
い
み
て
い
る
の
か
。

Ａ
、庭
先
集
荷
は
飼
料
用
米
の
み
対
応
と
し
て
お

り
、令
和
4
年
度
の
実
績
は
フ
レ
コ
ン
で

1
4
0
袋
程
度
で
あ
り
ま
す
。令
和
5
年
度
計

画
で
は
2
0
0
袋
を
目
標
と
し
て
お
り
、J
A

職
員
が
集
荷
す
る
た
め
経
費（
運
賃
等
）は
頂

い
て
お
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
、米
の
価
格
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

Ａ
、令
和
5
年
産
主
食
用
う
る
ち
米
の
価
格
は
ま
だ

未
確
定
で
す
。但
し
、加
工
用
米
や
備
蓄
米
に
つ

い
て
は
上
げ
基
調
で
推
移
し
て
お
り
、主
食
用

米
に
つ
い
て
も
値
上
げ
交
渉
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

Ｑ
、来
年
度
の
肥
料
価
格
は
上
が
る
の
か
。

Ａ
、令
和
4
年
度
は
肥
料
高
騰
対
策
支
援
等
を
活

用
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。全
農
の
情
報
で
は
肥

料
の
原
材
料
価
格
は
値
下
げ
基
調
で
は
あ
る
よ

う
で
す
。但
し
、メ
ー
カ
ー
の
製
造
コ
ス
ト
、輸

送
コ
ス
ト
は
現
状
の
ま
ま
、場
合
に
よ
っ
て
は
値

上
が
り
し
て
い
る
所
も
あ
る
よ
う
で
す
。予
約

等
、コ
ス
ト
軽
減
に
つ
な
が
る
対
応
を
推
進
し

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
、化
学
肥
料
が
高
騰
を
続
け
て
い
る
の
で
、有
機

肥
料
の
方
面
に
お
金
を
使
う
べ
き
で
あ
る
。

A
、化
成
肥
料
が
高
騰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、当
農

協
の
あ
ぐ
り
ん
堆
肥
の
施
用
量
で
対
応
で
き
な

い
か
、令
和
4
年
産
米
よ
り
あ
ぐ
り
ん
利
用
組

合
と
基
肥
減
肥
試
験
を
し
て
お
り
ま
す
。あ
ぐ

り
ん
堆
肥
を
現
状
の
2.
5
倍
の
量
を
投
入
し

化
成
肥
料
は
半
分
に
し
て
は
え
ぬ
き
で
試
験
し
ま
し
た
。1
年
だ
け
の

調
査
の
為
、今
年
度
も
引
き
続
き
調
査
し
ま
す
。結
果
は
座
談
会
等
で

報
告
し
ま
す
。

Ｑ
、農
産
加
工
部
で
、販
路
拡
大
と
あ
る
が
新
規
の
取
引
先
は
ど
こ
か
あ

る
か
。餅
の
宣
伝
・
P
R
に
も
力
を
入
れ
て
欲
し
い
。

A
、関
東
方
面
の
仲
卸
・
令
和
5
年
か
ら
の
新
規
取
引
先
へ
餅
の
P
R
を

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、合
わ
せ
て
、餅
の
販
売
量
の
増
に
つ

い
て
も
取
引
先
と
現
在
商
談
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

出席者
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9

10

10
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◆令和4年度 下期農協座談会 出席者
集落名

字町協議会

興　野

館

南　口

長　畑

倉
庫
に
つ
い
て

あ
ぐ
り
ん
に
つ
い
て

米
の
販
売
に
つ
い
て

肥
料
価
格
に
つ
い
て

農
産
加
工
部
に
つ
い
て

出席者

9

6
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集落名

下朝丸

上朝丸

廿六木

提興屋

槇　島

出席者

16

6

10

13

8

集落名

千河原

平　岡

榎　木

跡

常　万

出席者

12

11

13

8

10

集落名

余目新田

上堀野

中堀野

下堀野

福　原

令和5年度 新規採用職員紹介

　今年度より企画管理部企画管理係に
配属になりました阿部雄大です。令和
元年度より従業員として企画管理部に
おりましたが、職員となり、以前から行っ
ていた業務内容以外にも新たな業務も
増え、充実した日々を過ごしています。
　前職は建築事務所で図面を書いてお
りました。小中とバスケットボール、高
校では硬式テニスをしていました。
　趣味という趣味は特にありませんが、
強いて言うならば音楽を聴く事が好き
です。
　未熟者ですが、組合員の皆さんの顔
と名前をしっかり覚え、一日でも早く皆
さんのお役に立てるよう頑張っていきた
いと思いますのでご指導のほどよろしく
お願いします。

氏　名 阿部 雄大 （あべ ゆうだい）

出　身 酒田市熊手島

配属先 企画管理部　企画管理係

趣　味 音楽を聴く（米津玄師が特に）

JAあまるめ型TAC活動に期待！ スマート農業ドローンの活用に話題が集中！

5 4
おいしいものを食べてハッピーに。あまり思い悩まず流れに身を任せて。相手を受け入れる姿勢が幸運を呼びます
多少の無理も通る月です。それだけにフォローも忘れずに。相手にちゃんとお礼の気持ちを伝えて好調運をキープ

●牡羊座（3／21～4／19）
●牡牛座（4／20～5／20）

気持ちが焦っても前半はセーブ気味に動きましょう。チャンスは下旬に到来。これまでの準備が生きてきます
苦しい状況から脱出の兆しが見えています。諦めていたことも再交渉してみる価値あり。いろいろな見直しを

●双子座（5／21～6／21）
●蟹　座（6／22～7／22）

特集②特集②

▲貴重なご意見ありがとうございました。
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●天秤座（9／23～10／23）
●蠍　座（10／24～11／22）

油断は禁物。うまくいっているときこそ慎重に動きましょう。助けてくれる人への感謝の気持ちも忘れずに
ようやく日の目を見ることができそう。苦労が報われる予感です。多少のことは大目に見るのも開運のこつ

●獅子座（7／23～8／22）
●乙女座（8／23～9／22）

周りの状況に振り回されがちですが、運気は次第に上昇。短気にならず丁寧に説明を。良好な結果を導けます
あれこれ飛び込んできて右往左往しそうです。いいこともありますのでポジティブに考えて。人との和を大切に

　ニンジンの発芽適温は15～25度で、7～10日で発芽がそろいます
が、35度以上では発芽しません。発芽直後の種は乾燥すると枯死し、
過湿では酸素不足で発芽不良になります。その後の生育適温は20
度前後の冷涼な気候です。
［品種］ 耐病性、耐暑性に優れる品種を選びましょう。五寸系では
「向陽二号」（タキイ種苗）、「ベーターリッチ」（サカタのタネ）、「ひ
とみ五寸」（カネコ種苗）などがあります。ミニニンジンは極早生
で柔らかく、生食向きです。
［畑の準備］種まきの2週間前に1平方m当たり苦土石灰100gを散布
して、深さ30cm程度に耕しておきます。種まきの1週間前に、1平
方m当たり化成肥料（NPK各成分10%）100gと完熟堆肥2kgを施し、
土とよく混ぜておきます。70～80cm程度の畝幅に、条間20cm、深
さ1、2cm程度のまき溝を2条作ります（図
1）。
［種まき］畑が乾いているときは、まき
溝に灌水（かんすい）をしておきます。
溝に種を1、2cm間隔に条まきし、裸種
子は5mmの厚さ、ペレット種子の場合
は1cmの厚さを基準に覆土します。軽い
火山灰土では手でしっかり土を押さえ付
けておきましょう。さらに、もみ殻をか
ぶせて乾燥を防ぐ、黒寒冷しゃの被覆
で地温を下げるなどの対策を行います。
［灌水］ 種まき前に土にしっかり水を含ま
せること、発芽後も土を乾かさないこと
が大切です。なお、黒寒冷しゃなどの日
射を遮る資材でべたがけしたときは、発
芽後すぐに取り除きます。
［間引きと追肥、土寄せ］ 1回目の間引き
は本葉2、3枚のときに密生部や生育の
遅れている株、逆に極端に進んでいる株
を間引きます（図2‒1）。2回目は本葉5、
6枚のときに行い、株間を6～10cmにしま
す。間引く株の根元を手で押さえて引き
抜きます（図2‒2）。最後の間引き後に1平
方m当たり化成肥料50gを追肥し、株元
に土寄せして株をしっかり固定させましょ
う。収穫期近くには、根の肩の部分にさ
らに土寄せし、根が緑に着色するのを防
ぎます（図3）。
［病害虫の防除］葉はキアゲハの大好物
なので、見つけ次第、手で取り除きます。
ネコブセンチュウに弱いので連作を避
け、前作に被害があるときは作付けを控
えましょう。
［収穫］根径5cm程度に肥大した株から
順次抜き取ります。年内は肥大が続くの
で、太り過ぎて裂根しないうちに収穫を
します（図4）。8月まきでは、さらに土寄
せして越冬させ、葉が枯れた後でも適宜
掘り上げて収穫できます。

ニンジン　適期の種まきと灌水で発芽を万全に

園芸研究家●成松次郎※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています。

庄内町花き振興会総会
庄内町一体となって花き振興を

　

4
月
20
日
、
当

農
協
生
活
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
で
第

27
回
J
A
あ
ま
る

め
ブ
ラ
ン
ド
米
振

興
会
合
同
協
議
会

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

開
会
に
先
立

ち
、
梅
木
隆
一
郎

会
長
（
跡
）
か
ら

は
「
肥
料
や
燃
料

価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
経
営
が
大
変
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
J
A
あ
ま
る
め
ブ
ラ
ン

ド
米
振
興
会
で
も
更
な
る
付
加
価
値
を
付
け
て

米
の
販
売
に
繋
げ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」
と
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

合
同
協
議
会
で
は
、
令
和
4
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
書
の
承
認
に
つ
い
て
な
ど
、
第

1
号
議
案
か
ら
第
3
号
議
案
ま
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

合
同
協
議
会
終
了
後
に
は
、「
あ
ぐ
り
ん
堆

肥
×
バ
イ
オ
炭　

ブ
ラ
ン
ド
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
題
し
、
あ
ぐ
り
ん
堆
肥
を
有
効
利
用
し

な
が
ら
、
炭
の
効
果
に
よ
り
二
酸
化
炭
素
の
排

出
を
抑
制
し
、
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

第
27
回 
J
A
あ
ま
る
め

ブ
ラ
ン
ド
米
振
興
会 

合
同
協
議
会

　

4
月
6
日
、
当
農
協
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で

庄
内
町
花
き
振
興
会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

振
興
会
の
池
田
宏
志
会
長
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ
禍

が
明
け
れ
ば
、
庄
内
町
の
花
き
に
つ
い
て
も
っ
と

宣
伝
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
庄
内
町

一
体
と
な
っ
て
花
き
振
興
を
盛
り
上
げ
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
5
年
度
は
、
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
や
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
親
子
教
室
な
ど
様
々
な
行
事
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

○

庄内町に食農教育教材を寄贈
農業をもっと身近に

　

4
月
11
日
、
J
A
あ
ま
る
め
と
J
A
庄
内
た
が

わ
が
、
食
農
教
育
に
関
す
る
教
材
を
庄
内
町
に
寄

贈
し
ま
し
た
。

　

当
農
協
か
ら
は
佐
藤
一
彦
組
合
長
、
J
A
庄
内

た
が
わ
か
ら
は
佐
藤
茂
春
常
務
理
事
が
庄
内
町
役

場
を
訪
れ
、
佐
藤
真
哉
教
育
長
に
小
学
5
年
生
を

対
象
と
し
た
J
A
バ
ン
ク
補
助
教
材
「
農
業
と
わ

た
し
た
ち
の
く
ら
し
」
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
教
育
長
は
「
平
成
20
年
か
ら
引
き
続
き
教

材
の
寄
贈
を
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。
教
材
を
活
用
し
な
が
ら
食
農
教

育
に
役
立
て
、
今
の
子
供
た
ち
に
も
っ
と
農
業
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

カーブミラークリーン作戦
組合員・地域の皆様のために

　

4
月
22
日
、Ｊ
Ａ
あ
ま
る
め
役
職
員
に
よ
る
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
朝
7
時
よ
り
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

合
併
50
周
年
の
事
業
と
し
て
始
ま
り
、
今
年
度

で
6
回
目
と
な
り
ま
す
。
当
日
は
晴
天
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
風
が
強
い
中
、
役
職
員
40
名
で
管
内

集
落
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
約
1
5
0
基
を
磨
き
ま
し

た
。
磨
い
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
、

J
A
あ
ま
る
め
と
共
済
連
山
形
が
寄
贈
し
た
も
の

で
す
。

　

春
に
か
け
て
交
通
量
が
増
し
、
こ
れ
か
ら
梅
雨

に
入
る
と
、
雨
が
強
い
日
は
視
界
が
悪
く
な
り
ま

す
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
注
視
し
な
が
ら
日
々
の
交

通
安
全
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▲庄内町花き振興会総会の様子。▲JA 役職員が各集落のカーブミラーを丁寧に磨きました。 ▲左から JA 庄内たがわ佐藤茂春常務理事、佐藤真哉教育長、佐藤一彦組合長

▲開会にあたり挨拶する梅木隆一郎会長

　

4
月
20
日
、

当
農
協
生
活
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル

で
第
33
回
あ
ま

る
め
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
利
用
組
合

総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、

令
和
4
年
度
事

業
報
告
な
ど
に

つ
い
て
の
議
案

が
提
出
さ
れ
、

第
1
号
議
案
か

ら
第
5
号
議
案

ま
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
総
会

終
了
後
に
は
、

来
賓
の
富
樫
透

庄
内
町
長
を
は
じ
め
、
ヘ
ル
パ
ー
を
利
用
し
て

い
る
農
家
組
合
員
と
意
見
交
換
を
交
え
た
懇
談

会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

飼
料
価
格
高
騰
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
畜
産

を
巡
る
情
勢
は
大
変
厳
し
い
現
状
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
少
し
で
も
畜
産
農
家
の
支
え
に
な
る

よ
う
、
豚
肉
・
牛
肉
・
牛
乳
の
消
費
拡
大
に
努

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

食
の
安
心
・
安
全
に
向
け
て
酪
農
家
に
休
日
を
！

第
33
回 

あ
ま
る
め
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
総
会

▲第 33 回 あまるめ酪農ヘルパー利用組合総会の様子。
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3
前年比計画比実　　績

店　舗

※庄内町新産業創造協議会　松澤良子事務局長より理事の
推薦依頼を受け、阿部勝吉副組合長を推薦することと致し
ました。
※株式会社イグゼあまるめ　工藤隆代表取締役より取締役候
補者の推薦依頼を受け、阿部勝吉副組合長を推薦するこ
とと致しました。
※庄内町鳥獣被害防止対策協議会　樋渡満会長より構成員
の推薦依頼を受け、中野智理事を推薦することと致しました。

≪報告事項≫
（1）各種委員会の報告事項について
（2）介護予防報告書について
（3）事務ミス等発生状況について
（4）自主検査の実施・改善状況報告について
（5）反社会的勢力との取引排除にかかる対応状況報告について
（6）減損の兆候の判定について
（7）内部監査報告書について
（8）令和４年度下期農協座談会の意見・要望の回答について
（9）令和5年度　共済推進要領の設定について
（10）無料職業紹介事業に係る年間計画と活動実績について
（11）事務リスク管理規程の一部変更について
（12）余裕金の運用状況について
（13）令和5年度　新規採用職員農業研修の実施について

◎令和4年度決算について （単位：千円）
科 　 　 目
事業総利益
事業管理費
事 業 利 益
当期剰余金

本年実績
740,124
729,253
10,871
49,210

前年実績
744,182
704,840
39,342
60,715

前年との比較
－4,058
24,413
－28,471
－11,505



ほのか
ぼいす
ほのか
ぼいす
Honoka Voice

身近な話題や「ほのか」の
感想をお寄せいただきました。

89
これで大丈夫と思っていたことに不足が生じるかも。一度出た結論が覆らないよう注意が必要です。下旬に好転
運勢は大きく上昇し、全てのことが整い始めます。ゆっくりマイペースで動きましょう。自然と味方が集まるはず

●射手座（11／23～12／21）
●山羊座（12／22～1／19）

うまくいかないことには見切りをつける判断も必要そう。諦めることで新たな芽が出てくる予感がしています
運勢は穏やかです。友人や家族とお茶や食事を楽しんで。会話することでエネルギーをチャージできます

●水瓶座（1／20～2／18）
●魚　座（2／19～3／20）

◎新学期も始まり、中学校生活も最後の年となります。
　1日 1日を大切に過ごし、頑張りたいと思います。
　（14 歳 男性）

　勉強や部活動、学校行事など悔いの無いよう楽しみな
がら頑張って欲しいですね！ 何よりも友達と過ごす1日1日
を大切に過ごしてほしいと思います。

◎今年度、幼稚園に入園しました！ お姉ちゃんは小学校に
入学しました。春は新しいことにチャレンジしたくなる
季節です。（4 歳 男性）

　入園おめでとうございます！ 新しいことにチャレンジしな
がら新年度から楽しくなる年にして欲しいです。友達100
人できるかな？

◎田んぼでトラクターの音がするようになって田植えの準
備が始まりましたね。田んぼの色が緑になるのが楽しみ
です。（84 歳 男性）

　今年の種蒔きは例年より早く作業に取り掛かっている
ようです。秋には美味しいお米がいただけるよう実りある
秋に期待したいですね。

（1）新タマネギは繊維に沿って5mm幅にスライスする。新ジャガイモは極細に千切りし水にさらす。ソラマメはさやか
ら取り出し皮をむく。

（2）ボウルに新タマネギ、水気を切った新ジャガイモ、ソラマメを入れ、薄力粉をまぶし混ぜ合わせ、水溶き天ぷら粉を
入れさっくりと混ぜる。

（3）18cmのフライパンに1cmほどのサラダ油を入れ180度に熱し、（2）のかき揚げの材料を入れ2～3分ほど揚げ
裏返して、さらに2～3分ほど揚げる。

（4）（3）を2等分に切り器に盛り付け、塩を振って出来上がり。

● 作り方

新タマネギと新ジャガイモの
かき揚げ

永
井 

智
一

（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
天
晴
（
旧
キ
ッ
チ
ン
晴
人
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

recommended

recipe

Chef Nagai s`
● 材料（2人分）
新タマネギ
新ジャガイモ
ソラマメ
薄力粉
水溶き天ぷら粉
サラダ油
塩

…………………中1個
…………………2個

………………………8粒
………………………適宜

…………100ml
……………………適宜

………………………………少々

（緑　町）
（廿六木）
（槇　島）
（槇　島）
（千河原）
（平　岡）
（榎　木）
（榎　木）
（　跡　）
（上堀野）

小林　キヨ
長谷部幸夫
日下部徳子
日下部常子
渡会　一弘
佐藤　裕子
北川富美雄
渡部　美沙
足達ひとみ
菅原　国昭

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

抽
選
の
結
果
10
名
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

4月号当選者・正解

●クイズに答えて賞品をゲットしよう!!
　たくさんのご応募おまちしております。
　（応募箱はＡコープあまるめ入口脇に
　設置されてます）

1…
4…
6…
9…
11…

旗の長さが違う
鯉のぼりが出ていない
茶葉の量が違う
犬のしっぽが隠れている
軍手が落ちている

令和５年度「庄内地域農業経営実践講座」受講生募集

１　開講期間　令和５年５月～令和６年１月　各コース４～６回程度
　　　　　　　（原則として平日の日中に開講）
２　会　　場　庄内総合支庁農業技術普及課又は酒田農業技術普及課及び現地
３　対 象  者　新規就農者、就農希望者、経営改善を目指す農業者
　　　　　　　各コース10人程度　受講経験のある方も再度受講可
４　講座内容　(1) 稲作基礎コース　 (2) 野菜基礎コース
　　　　　　　(3) 花き基礎コース　 (4) 果樹基礎コース
　　　　　　　(5) 畜産基礎コース 　(6) 農産加工基礎コース
　　　　　　　(7) 複式簿記コース
　　　　　　　※２コースまで重複受講が可能です
５　受 講 料　無料（但し、教材費等の実費をいただく場合があります）
６　申込期限　令和５年５月19日（金）
７　申込み・問合せ先
　　　　　　　庄内総合支庁農業技術普及課　熊谷または中場
　　　　　　　TEL 0235-64-2103 　FAX 0235-64-2104

◎
生
産
組
合
長
会

　
会
　
長
　
佐
藤
　
孝
也
（
下
堀
野
）

　
副
会
長
　
佐
藤
　
　
豊
（
仲
　
町
）

　
会
　
計
　
佐
藤
　
裕
太
（
榎
　
木
）

◎
女
性
部

　
部
　
長
　
今
井
ち
や
子
（
南
　
口
）

　
副
部
長
　
足
達
　
　
悦
（
下
朝
丸
）

　
副
部
長
　
小
野
寺
　
姫
（
　
館
　
）

◎
青
年
部

　
委
員
長
　
阿
部
　
勝
裕
（
廿
六
木
）

　
副
委
員
長
　
齋
藤
　
大
樹
（
常
　
万
）

　
監
　
事
　
北
川
　
弾
志
（
榎
　
木
）

◎
健
康
管
理
友
の
会

　
会
　
長
　
足
達
　
健
一
（
下
朝
丸
）

　
副
会
長
　
阿
部
　
善
博
（
長
　
畑
）

　
会
　
計
　
石
川
　
昭
一
（
中
堀
野
）

◎
花
き
部
会

　
会
　
長
　
工
藤
　
豊
章
（
長
　
畑
）

　
副
会
長
　
阿
部
　
勝
裕
（
廿
六
木
）

　
会
　
計
　
伊
藤
　
徳
明
（
南
　
口
）

◎
え
だ
ま
め
部
会

　
会
　
長
　
阿
部
　
良
明
（
槇
　
島
）

　
副
会
長
　
遠
田
　
　
隆
（
提
興
屋
）

◎
加
工
野
菜
部
会

　
会
　
長
　
佐
藤
　
啓
一
（
　
館
　
）

　
副
会
長
　
日
下
部
崇
喜
（
槇
　
島
）

◎
畜
産
振
興
会

　
会
　
長
　
髙
橋
　
源
樹
（
中
堀
野
）

　
副
会
長
　
髙
橋
　
慎
司
（
表
　
町
）

◎
産
直
の
会

　
会
　
長
　
髙
梨
美
代
子
（
廿
六
木
）

　
副
会
長
　
佐
藤
　
直
美
（
榎
　
木
）

　
会
　
計
　
加
藤
　
京
子
（
田
　
谷
）

◎
ね
ぎ
部
会

　
会
　
長
　
佐
藤
　
義
夫
（
平
　
岡
）

　
副
会
長
　
森
屋
　
慶
一
（
廿
六
木
）

　
会
　
計
　
髙
橋
　
愛
美
（
槇
　
島
）

◎
軟
白
ね
ぎ
部
会

　
会
　
長
　
北
川
　
庄
一
（
榎
　
木
）

　
副
会
長
　
和
島
　
孝
輝
（
廿
六
木
）

◎
し
い
た
け
部
会

　
会
　
長
　
髙
梨
　
清
樹
（
廿
六
木
）

　
副
会
長
　
遠
田
　
　
隆
（
提
興
屋
）

令
和
5
年
度

各
組
織
役
員
体
制
（
敬
称
略
）

　
組
合
員
各
組
織
で
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
全
議
案
と
も
原
案
通
り
承
認
、
新
年

度
事
業
が
始
動
し
て
い
ま
す
。
役
員
改
選
に
よ
り
新
た
な
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令和５年度　新役員体制で始動
ニュース & ニュー

ス
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